
岩滑小学校だより

やかちの風

６月１４日（木）、授業後に体育館で救急法講
習会を実施しました。本校職員全員が消防署の方
から心肺蘇生法を中心に、実技を通して救急法に
ついて学習しました。今週から、水泳指導が始ま
りました。楽しみにしている水泳の学習。プール
での事故は生命にかかわりますので職員一同気を
引き締めて指導にあたりたいと思います。水泳実
施日につきましては、ご家庭での健康観察を十分
にお願いします。

１８日（月）の朝会で、水の事故について話を
しました。岩滑小校区は自然に恵まれています。池や川もあります。そのため、危険箇
所も多くあります。また、用水路は子どもたちの身近なところを流れています。危険な
ところに近寄らないこと、ザリガニとりなどは大人の人と一緒に行くようにすることな
ど、自分の命は自分で守ろうと子どもたちに呼びかけました。

～ゴーヤが大きくなりました～
職員室前に例年のようにグリーンカーテンをつくり

ました。今年はゴーヤを植えました。まだカーテンら
しくありませんが、これから夏の日差しを受けてぐん
ぐん生長してくれることでしょう。昨年同様、今年の
夏も電力不足が懸念され、節電がキーワードになりま
す。グリーンカーテンも省エネの一環です。子どもた
ちにも節電・節水・省エネを呼びかけていきたいと思
います。ご家庭でも話題にしていただければ幸いです。

＜校長＞

～「親子ふれあい教室」ありがとうございました～

６月２日(土)に育友会学級委員の方のご協力により「親子ふれあい教室」を行いまし
た。１時間目の授業参観にもたくさんの保護者の方のご参観をいただき、ありがとうご
ざいました。
本年度も学級委員の方が４月より会議を行い準備を行ってくださいました。２２講座

を開設し、親子でさまざまな体験をすることができました。
保護者の方のアンケートより

今子どもとペアでストレッチをしたり、ボール遊

びをしたり、試合もしました。親子共々楽しかった

です。６年間、６種類の講座を受け、普段とは違っ

た子どもの顔を見ることができ、よい思い出になり

ました。講師の方、お手伝いの方、ありがとうござ

いました。（ミニバスケットボール教室）
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保護者の方のアンケートより
野草を採りに行くときに、すごくはりきっていま

した。自分の身近にある野草が食べれてびっくりと、

楽しく体験できた様子が印象的でした。ふだん、緑

のものを食べるのが苦手なのに、おいしそうに食べ

ていました。

（自然に感謝 こんなにおいしい野草天ぷら）

保護者の方のアンケートより
こけだまの作り方はみんな一緒だけれど、こけの

種類や植物により一人一人違う作品を作ることがで

きました。作り方の説明がこどもには分からず手伝

いましたが、オリジナルなこけだまができた時は喜

んでいました。なかなか家でやれないことを体験で

きて、楽しかったと思います。

（こけだまを作ろう！）

～「矢勝川彼岸花球根植活動」をおこないました～

本年度も、児童会の呼びかけで、６月２０日(水)の
授業後、４～６年生の有志の児童１６４名で、矢勝川
に彼岸花の球根植えを行いました。
前日の台風４号の影響で実施が危ぶまれましたが、

「矢勝川の環境を守る会」「矢勝川クリーンボランテ
ィア」など地域の方々のご協力により、常福院の北側
の矢勝川の土手に、５０００球の球根を植えることが
できました。土手の草刈りやうねづくりなどの準備を
事前に地域の方々にしていただき、児童は球根を一人
３０球ほど植えました。４年生にとっては初めての球根植えで、なかなかうまく植える
ことができず、時間もかかりましたが、５・６年生の多くの児童は昨年経験をしている
ため、比較的スムーズに植えることができました。
大きな球根は今年、小さな球根は土の中でがんばって大きくなり来年から再来年には

きれいな彼岸花を咲かせてくれると、矢勝川の環境を守る会の榊原幸宏さんからお話を
伺いました。今年の９月にたくさんの花が咲くことを祈っています。

「水泳学習」についてお願い
今週は台風の影響でまだ水泳学習が十分にできていませんが、子どもたちにとって楽しみの

水泳の授業が始まります。本校では４年生以上の学年では、「２５ｍを泳ぎ切る(泳法は自由)」

ことを目標に、学習に取り組んでいます。

各学年、水泳を行う前日には「水泳カード」を子どもたちに配布します。当日の朝、ご家庭

で「体温・保護者の方の印」を「水泳カード」に記入していただき、学校にもたせて下さい。

「水泳カード」が提出されてなかったり、未記入の部分がある場合、また、

水着・水泳帽子などの準備ができていない場合には水泳の授業を受けること

はできません。（サインのみでは参加できません。）

生命に関わる大切なことですので、ご家庭でもご配慮いただき、水泳学習

に取り組めるようにご協力をいただきたいと思います。


